
七
制
、
幅
一
・
一
一
西
日
仙
の
記
念
碑
「
か
に
よ
り
制
作
し
た
も
の
で
、
百
四
十
人

お
」
の
塔
が
残
て
ら
れ
ま
し
た
。
乙
の
の
晶
闘
の
筒
が
塔
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

記
念
碑
「
か
お
」
は
、
精
神
薄
弱
者
の
ま
ず
。
盟
一
個
の
大
き
さ
は
、
縦
横
十

F
時
閣
設
で
あ
る
進
和
学
閣
の
嗣
住
田
八
時
の
焼
き
も
の
で
、
モ
れ
ぞ
れ
由
顔

み
な
さ
ん
が
、
芝
山
吉
邦
先
生
白
指
導
が
粘
土
手
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

識
が
子
よ
立
ち
上
が
れ

心
揖
障
害
者
は
、
市
内
に
約
一
一
一
千
六
化
さ
れ
、
障
害
を
持
っ
て
い
益
子
供
は
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
に
入
る
通
聞
事
ク
リ
ス
マ
ス
、
遠
足
な
ど
た
ノ
、
さ
ん
の

宙
人
お
り
、
そ
の
内
訳
は
身
体
障
害
者
小
学
校
か
聾
讃
学
授
の
い
ず
れ
か
へ
通
業
(
訓
練
会
)
は
、
昭
和
一
一
平
八
阜
県
行
事
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

が
一
一
一
千
人
、
精
神
薄
弱
者
が
六
百
人
で
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
ス
る
の
児
賀
両
相
談
耐
の
描
力
に
よ
り
、
肢
体
現
在
、
乙
白
訓
練
に
た
ず
さ
わ
る
職

す。

ζ
の
中
に
は
、
す
立
L
職
崩
で
醐
た
め
に
劫
見
は
、
日
間
指
揮
、
訓
練
が
不
自
由
児
機
能
回
復
討
議
金
と
し
て
発
員
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
一
名
と
指

い
て
い
る
方
や
授
売
施
設
費
峯
荘
・
進
必
要
で
吊
る
乙
と
か
ら
、
液
体
不
自
由
巳
し
で
い
ま
す
。
特
に
、
在
宅
の
心
身
導
員
五
名
、
理
学
瞭
法
士
一
一
名
、
そ
れ

和
学
闘
で
社
会
榎
帰
を
輯
う
障
脅
迫
、
児
は
市
一
で
、
精
神
薄
弱
児
は
民
間
施
設
障
害
児
の
通
一
関
描
誌
に
替
わ
る
も
の
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
万
す
。

ま
た
、
五
十
四
年
度
か
ら
就
学
が
義
務
ア
グ
ネ
ス
聞
か
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
し
て
、
障
害
児
と
そ
の
保
謹
者
に
対
し
こ
の
よ
う
な
母
子
の
現
力
に
よ
り
、

福
祉
会
館
寵
鱒
に
建
設
記
能
郡
時
引
は
れ
科
目
詰
認

早
〈
健
常
児
の
よ
う
に
盈
ベ
る
乙
と
や
供
が
座
D
、
は
い
ず
る
ζ
と
も
で
ぎ
な

福
祉
会
館
で
は
、
お
年
寄
り
ゃ
障
害
由
児
機
能
回
覆
訓
練
会
は
、
対
韓
幼
児
捗
く
ζ

と
、
身
の
回
り
の
務
理
が
で
き
か
っ
た
宇
供
が
立
ち
始
め
、
辞
一
け
な
当

者
の
た
め
の
生
活
・
襲
な
ど
の
各
種
革
ぇ
、
空
一
一
面
に

3
5つ
る
よ
う
に
行
っ
て
い
る
議
会
で
す
。
っ
た
手
需
品
き
始
め
る
の
手
。

ι

相
読
や
指
導
、
機
能
回
復
訓
練
、
教
聾
て
い
る
D
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
視
力
現
在
、

ιの
鈎
親
会
に
参
加
し
て
い
し
て
、
友
達
の
持
つ
幼
稚
劉
や
小
学

の
向
上
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
む
障
害
者
や
身
障
障
害
者
、
ろ
う
あ
者
等
る
の
は
、
脳
性
マ
ヒ
や
水
顕
注
、
て
ん
枝
、
障
害
が
重
度
目
子
供
は
聾
護
学
校

事
業
が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
争
障
害
者
の
間
体
ゃ
、
界
十
字
奉
仕
出
、
手
話
サ
か
ん
な
ど
白
障
害
を
持
つ
一
一
一
十
四
人
の
へ
と
単
立
っ
て
い
〈
の
を
Fo

の
憩
い
の
揖
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

l
ク
ル
、
お
む
つ
や
ぞ
フ
き
ん
づ
〈
子
供
た
ち
で
、
元
気
に
お
は
よ
五
つ
と
い
'

す
。
芝
、
身
障
障
害
者
自
自
立
費
生
り
帯
の
ぎ
フ
Y
テ
ィ
ア
活
動
寄
麗
も
え
る
子
旬
、
い
え
な
い
子
も
、
穫
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

円

九

九

刊

誌

終

日

間

持

、

宮

に

迷

惑

を

か

け

て

い

昨

日

一

十

日

目

示

丸

山

活

動

に

協

力

を

し
て
の
助
成
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
己
で
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
か
ら
り
、
パ
ギ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
景
っ
そ
れ
で
は
、
訓
練
会
に
参
加
し
て
手

最
近
は
、
己
れ
ら
白
活
動
が
活
発
に
福
祉
会
館
南
側
に
増
設
施
設
と
し
て
、
て
元
気
に
通
っ
て
き
ま
す
。
訓
練
は
、
供
た
ち
と
一
緒
に
、
一
日
を
楽
し
く
過

行
わ
れ
、
福
祉
会
館
が
手
狭
に
な
っ
て
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
理
辛
暗
法
主
L
よ
る

F
T訓
練
(
子
供
む
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
万
に
、

お
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
敵
陣
不
自
三
月
十
五
日
完
成
し
た
も
の
で
す
ロ
に
必
要
な
通
動
機
能
の
回
覆
)
と
母
子
お
話
そ
聞
き
ま
し
ょ
5
0

F
L
h
a
-
:ふ

i
l
l
z
i
f
v

‘

f

b

訓
練
〈
食
事
訓
練
)
、
感
覚
訓
練
す
星
野
せ
つ
子
さ
ん
〈
主
婦
・
中
事

建
議
事
Z
臣

室

を

草

麗

ズ

ム

、

色

、

静

夏

、

月

十

木

曜

は

、

「

か

わ

い

が

主

主

主

主

1111114iii

今
一
，

d

ー

:
i
j
-

日
の
週
三
日
日
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
っ
て
く
る
し
、
自
分
自
ハ
ン
カ
チ
で

舗
オ
ー
プ
ン
す
る
事
業
セ
よ
み
、
ル
の
組
み
を
や
チ
ケ
ッ
ト
の
袋
一
言
火
・
金
曜
日
は
、
書
出
帯
し
て
母
暴
れ
ま
く
の
も
自
黙
と
で
き
る
よ

叩
銑
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
臨
時
建
て
、
総
事
な
ど
鍋
扇
な
作
業
が
存
え
争
ょ
っ
、
南
子
訓
時
間
伊
中
心
と
し
た
護
問
訓
練
(
み
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
自
み
な
さ
ん

酔
業
費
約
一
鱈
鴎
千
万
円
で
す
。
一
時
閣
に
聞
の
明
る
い
部
屋
に
日
配
置
さ
れ
て
い
ま
ん
な
と
一
緒
に
遊
ぶ
)
を
、
木
曜
日
も
や
さ
し
く
手
一
位
た
ち
に
接
し
て
く
だ

山
は
、
横
揺
必
檀
訓
練
塞
が
二
部
置
と
由
す
。
ま
た
、
事
務
室
は
生
き
が
い
事
業
は
、
特
別
部
鱒
児
(
す
で
に
訓
練
会
昔
話
い
」
と
語
っ
て
あ
ら
れ
ま
す
。

劇
人
指
導
室
、
指
導
員
寒
、
作
業
室
、
冊
目
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
、
幼
稚
閣
や
小
学
校
、
聾
謹
古
尾
自
体
出
世
売
さ
ん
(
学
生
白
村
)

覇
所
な
ど
が
説
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
一
岡
崎
と
二
留
を
結
ぶ
の
は
、
階
段
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
手
供
た
ち
)
が
聾
は
「
拍
め
た
こ
ろ
は
艶
聾
し
て
い
ま
し

輯
よ
う
に
一
階
部
局
は
、
肢
体
不
自
前
泥
伯
に
障
害
者
の
制
捜
秒
考
ベ
車
イ
ス
ま
り
、
訓
練
の
復
習
を
聖
け
て
い
ま
す
。
た
が
、
小
さ
な
子
供
の
主
選
L
親
切

は
が
使
泊
す
る
の
で
、
廊
予
に
は
大
人
と
で
も
利
用
て
き

yIつ
エ
レ
ベ
ー
タ
乙
む
よ
う
に
、
マ
ヒ
し
た
手
量
動
に
し
て
〈
れ
て
、
遊
べ
る
よ
う
に
な
り

拍
子
供
が
利
用
で
き
る
よ
う
一
援
の
宇
す
が
構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
し
た
り
、
縮
ん
だ
筋
肉
を
押
ば
し
た
ま
し
た
。
自
分
よ
り
劣
っ
て
い
る
よ
う

T
N
H問
問

ー

は

お

か

お

の

塔

設

置

玲

咋

持

、

在

民

日

々

い

れ

ヨ

ペ

バ

円

以

油
換
え
る
た
め
の
ベ
ッ
ド
や
、
汚
物
の
処
さ
ら
に
、
滋
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
の
シ
留
と
同
じ
よ
ラ
に
、
重
と
楽
し
さ
を
て
、
出
人
覧
る
包
が
変
わ
り
、
よ
い

初
理
が
で
き
る
ょ
う
流
し
も
つ
い
て
い
ま

Y
ポ
ル
と
し
て
、
入
口
に
高
さ
一
・
五
与
え
よ
う
と
、
誕
生
日
会
や
運
動
会
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
な
が

油
す
固
ま
た
、
乙
ろ
ん
で
も
け
が
し
な
い
R
h
4
h
h
4
手
も
す
ふ
+
4
手
も
+
許
骨
す
n
h
占
ト
干
す
作
+
す
小
島
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を

向

き

ジ

ュ

Zン
ゃ

、

危

険

性

を

な

く

か

し

、

縮

ん

だ

筋

肉

存

ば

し

た

呼

び

か

け

て

い

ま

す

。

臨
す
た
め
、
柱
な
ど
の
角
が
出
な
い
よ
う
障
害
児
に
声
援
を
り
、
子
供
と
一
緒
に
毎
日
苦
し
い
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
母
さ
ん
、
指

車
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
え
ち
に
、
障
害
出
中
蒔
一
一
一
千
二
百
六
十
ヰ
あ
り
中
落
の
拍
ま
り
で
し
が
。
で
も
、
導
員
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
由
み
な

を
持
つ
子
供
亨
活
り
迎
5

え
す
る
マ
イ
ク
七
か
月
モ
ハ
イ
ハ
イ
苧
始
め
る
な
副
議
を
長
一
日
く
り
返
す
と
と
で
、
さ
ん
D
や
さ
し
い
ふ
れ
あ
い
に
よ
D
、

ロ
パ
ス
が
、
玄
関
ま
で
入
る
よ
う
最
寄
ど
、
普
通
の
子
と
局

Graう
に
編
成
果
が
襲
わ
れ
た
と
き
の
う
れ
し
幼
い
子
供
た
ち
が
一
日
も
皐
く
社
会

せ
が
造
ら
れ
、
雨
白
日
な
ど
母
子
が
血
謂
な
発
胃
で
し
た
。
一
環
の
と
き
芦
ほ
格
別
で
す
。
復
骨
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
も

れ
る
心
配
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
腕
投
聖
起
己
し
二
週
間
の
入
院
を
障
害
児
で
も
私
た
ち
一
殺
に
と
っ
白
で
す
@

二
階
は
、
作
業
訓
練
塞
が
ニ
部
屋
、
し
た
り
で
す
が
、
そ
の
間
に
異
常
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い
子
供
で
市
民
自
み
な
さ
ん
、

ζ

白
福
祉
事
業

需
品
室
が
一
部
屋
、
そ
の
他
に
国
書
室
仁
気
付
き
主
手
レ
た
。
す
。
子
供
た
ち
に
同
情
で
な
く
、
セ
Y
タ
!
と
、
福
祉
会
館
を
福
祉
の
拠

や
事
務
案
、
相
説
室
な
ど
が
設
げ
ら
れ
そ
れ
か
ら
は
、
訓
練
会
に
出
か
海
か
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
点
と
し
て
、
徐
々
に
福
祉
む
輔
が
広
が

て
い
ま
す
。
作
業
訓
練
蜜
は
、
心
身
障
け
、
マ
ヒ
し
た
子
供
白
卓
史
砂
動
い
。
母
親
よ
り
る
よ
フ
、
温
か
い
態
い
や
り
の
心
房
吉

害
者
の
ミ
ニ
授
普
施
設
で
、
ダ
Y
ポ
l

し
の
べ
て
〈
だ
さ
い
。

No.380 (3月号〉

ン
タ

i

。
「
完
全
参
加
と
平
等
」
宮
T
I
マ
に
、
一
昨
年
国
際
障
害
者
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
障
害
を
持
つ
人
も
持

O

O
j
た
な
い
人
も
、
よ
り
住
み
や
す
い
社
企
を
つ
く
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
通
勤
が
盟
関
さ
れ
ま
し
み
f」
石
平

{0

01
車
市
も
額
穣
障
害
者
年
捲
議
対
罷
協
議
会
を
設
質
し
て
、
啓
も
う
運
動
や
福
祉
事
業
に
帯
力
し

τ苦
ま
し
τ
0

0
:た
。
そ
り
福
校
四
拠
同
基
地
で
あ
る
議
社
会
館
討
手
棋
と
な
っ
た
た
め
、
「
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
」
を
7
0

0
建
設
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
月
十
五
日
に
完
鼠
し
、
一
一
一
十
臼
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
「
コ

0

0
ぜ
乙
の
事
業
セ
ン
タ
ー
に
は
、
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
の
絞
陣
不
自
由
児
構
能
回
復
訓
練
会
〈
通
関
事
業
〉

O

OY
と
、
将
来
、
社
会
へ
出
て
醐
ζ
う
と
意
猷
を
持
つ
心
島
障
害
者
の
ミ
ニ
授
琵
施
設
が
入
居
す
る
己
と
に
な
ー

o

o
r
p事
レ
介
、
そ
ζ
で
、
完
成
し
た
事
業
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
し
な
が
ら
、
機
能
回
複
翻
続
殺
毎
日
続

O

O
、
け
て
い
る
訓
親
会
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
一
ま
し
た
。

!fi!jill111 襲!日!詰提示
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臨時職員の募集
。保健業務嘱託 員

-資 格審議掃免許を有するもの

・結 与月額13万円程度

・勤務時間午前9時 から午後4時

・業務内容移動入措サービスの開鍵

業務

く〉家庭児意相談嘱託員

・給 年月額約10万円程度

-勤務時間午前 9時 から午桂4時

・業務内容憲法氾童相謀、母子相談

業務

。申し込み市販の履盤 書 を 3月19日

までに職員課に提出する

職員課人事時電話23-1111内輯(322)

あ
?ミ

い
を
韓

選

挙

は

、

私

た

ち

の

暮

ら

し

の

願

い

を

政

治

に

反

映

さ

せ

る

最

大

の

チ

ャ

ン

ス

で

あ

り

、

私

た

ち

の
二
目
前
は
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
怠
思
表
示
。
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
統
一
地
方
選

挙

の

投

票

日

は

、

県

議

会

議

員

-

h
知
事
選
挙
が
四
月
十
日
、
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
は
四
月
二
十

羽

田

と

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

か

ら

の

政

治

を

任

せ

る

人

を

選

ぶ

に

あ

た

っ

て

、

私

た

ち

は

冷

静

に

海

パ
い
の
な
い
一
棄
を
投
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。

また、

D
投
票
区
を
丹
割
し
守

わ
る
と
己
み
は
、
笠
原
町
、
立
立
さ
せ
、
新
し
く
需
品
投
票
区
を
誼

〈第
H
投
目
黒
即
時
〉
と
北
金
目
、
け
、
投
票
所
は
県
営
山
下
回
地
震
会
所

捻
(
露
崎
投
票
区
〉
の
二
一
か
内
新
し
い
一
と
す
る
。

日
投
票
所
は
、
義
蔵
町
、
立
野
町
が
平
塚
一
な
お
、
万
田
、
高
根
地
区
に
つ
い
て

作
揮
儀
所
講
堂
、
北
昔
、
真
寝
室
一
は
、
従
来
ど
お
り
語
投
票
阪
で
、
揖

U

み
ず
ほ
小
学
校
体
宵
婚
に
な
る
。
一
票
所
は
山
棋
中
学
校
で
あ
る
。

…
投
票
所
の
入
場
券
は

官

二

度

に

分

け

て

使

用

ナ

る

岬
統
一
地
方
選
挙
の
投
書
、
量
、
一
忘
れ
た
と
き
は
、
選
挙
人
名
揮
を
確
一

耽
知
事
選
挙
と
市
議
、
市
長
選
挙
。
一
回
一
認
皆
、
再
誇
し
て
も
ら
い
措
置
罫
喜
一
住
所
を
変
更
し
た
方
は
ご
注
意

品

行

わ

れ

る

白

で

、

一

枚

の

入

揖

整

理

券

一

る

。

一

〈

は

切

さ

〉

を

切

り

取

っ

て

、

二

度

に

一

一

月

3
a以
降
に
市
内
主
転
患
の
方
一
だ
き
た
い
。

分
け
て
使
用
し
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
一
こ
ん
な
と
き
は
一
地
方
選
挙
と
と
も
な
い
、
選
挙
管
理
一
申
県
内
地
市
町
村
か
、
匂
転
入
し
て
霊

山

七

日

ド

日

刊

誌

一

不

在

者

投

警

官

一

時

料

品

校

時

間

町

一

市

結

構

時

計

一

み

県

内

前

住

所

ν
h
i
‘
，
一
り
取
り
掛
以
下
を
切
り
離
し
て
、
主
投
票
は
、
投
票
自
に
、
有
権
者
が
投
一
審
の
事
し
替
え
は
一
ニ
喜
一
日
か
ら
中
止
一

i
-ー
も

t
+
t
h
i
-
-与
す

h

一

部

凄

わ

る

一

た

、

四

月

二

十

四

日

白

市

語

、

市

長

選

一

察

官

行

っ

て

自

分

で

筆

者

昭

氏

名

互

い

る

。

一

四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
義
一
男
;
引
投
票

i襲
名

権

一

時

間

日

刊

誌

づ

三

官

民

間

際

肝

心

日

一

層

部

ド

日

一

一

日

目

訪

問

一

救

急

車

の

正

し

い

れ

れ

即

時

対

日

明

日

同

町

選
挙
に
と
も
な
い
、
室
著
書
面
開
一
者
数
の
増
加
に
よ
っ
て
投
票
区
自
分
割
一
葉
、
入
量
棄
事
実
、
主
一
っ
て
挽
票
日
に
自
主
投
票
で
き
な
い
一
の
住
所
地
白
票
所
で
投
票
し
て
い
た
一
告
が
お
か
し
い
と
忌
わ
れ
た
と
き
は
、

一
市
民
自
み
な
さ
ん
白
生
命
を
す
主
義
義
援
パ
車
内
に
診
察
を
受
け
、
違
ず
る
よ
う

の

道

一

め

、

毎

日

む

よ

う

に

数

量

ー

が

出

動

し

議

吋

!

宮

戸

〉

町

控

菌

の

鱗

醐

職

務

臥

開

部

心

掛

け

よ

う

。

む

原

宝

平

・

塩

加

て

い

る

。

網

棚

、

一

@

一

撃

車

義

用

す

る

ま

合

大

、

、

側

平

声

綴

鞠

~

t

も

、

前

回

惜

吾

、

コ

封

昨

年

}

年

間

、

平

塚

市

で

は

四

千

七

瀬

一

V

7

速

器

、

構

病

者

百

年

齢

、

性

別

、

ケ

側

分

の

新

〉

鍛

丘

側

宮

百

五

士

一

件

由

救

急

車

に

よ

る

救

急

出

期

集

ト

ト

蝿

病

叫

抽

出

、

発

生

場

所

の

住

所

、

大

会

東

追

宮

場

側

道

北

藤

一

ョ

同

棋

宮

提

出

岸

川

、

、

平

東

明

粉

錦

杯

第

あ

っ

た

。

ζ
れ

を

事

故

別

で

み

る

耕

一

、

山

な

最

重

恋

し

く

章

一

着

い

て

。

明
弘
喜

E
F醐駒
山

〉

臨

時

輯

と

、

急

病

主

る

も

め

が

一

一

千

八

十

一

一

常

事

マ

交

通

事

故

草

生

し

た

と

き

は

、

白

撫

長

y
、

松

千

湯

E
浅

倒

的

問

立

部

側

平

道

件

で

、

宝

山

出

動

の

沼

田

芳

お

め

て

い

副

伊

紙

駅

h

傷
害
の
有
無
を
雇
か
め
て
か
ら
、
雲
町

田

監

札

見

仇

楠

ょ

溜

る

。

次

い

で

、

交

通

事

故

一

千

一

一

百

九

園

田

島

輯

蜘

車

の

連

絡

を

。

至

郡

三

十

六

件

、

一

般

露

五

百

七

士

一

件

、

事

灘

署

マ

救

急

車

か

近

づ

い

た

ら

、

案

内

人

砂

そ
の
地
八
百
二
件
と
な
っ
て
い
る
。
よ
い
も
の
が
数
多
く
み
う
け
ら
れ
て
い
出
し
て
お
〈
。

最
も
多
い
急
病
で
由
出
扇
で
、
一
千
る
。
そ
し
て
、
急
病
田
中
で
病
状
回
復
マ
急
病
等
の
場
合
は
、
付
き
添
い
白
宵

九
百
十
二
人
音
節
送
し
て
い
る
。
と
の
等
で
融
増
し
な
か
っ
た
も
の
は
、
百
七
が
同
乗
す
る
と
と
も
に
、
保
積
註
を
点

う
ち
、
重
症
者
が
忌
二
十
五
人
、
中
等
十
人
に
も
透
し
て
い
る
。
れ
ず
に
持
参
す
る
一
。

症
者
が
六
百
一
一
一
十
四
人
、
軽
夜
者
が
一
こ
の
よ
う
に
、
制
料
品
し
な
〈
て
も
よ
マ
「
一
一
九
番
」
は
火
災
、
救
急
な
げ
r

千
百
五
十
一
一
一
人
で
あ
っ
た
。
い
場
合
に
救
急
出
動
し
て
い
る
と
、
実
の
緊
急
時
だ
け
使
用
し
、
そ
れ
以
外
ほ

ζ
れ
b
の
状
況
ぞ
み
る
と
、
軽
症
者
燦
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
噴
話
患
者
消
防
車
部
(
寓
話
幻
一
一
一
二
四
O
〉
へ

の
中
に
は
救
急
車
そ
詞
閉
し
な
く
て
も
の
救
出
に
進
五
、
尊
い
生
命
が
生
わ
れ
と
連
路
島
包
。

市

民

相

談

窓

怨

i
一
一
一
一
内
線
二
九
三

。
一
人
権
法
樟
相
談
{
4
月
5
臼
〈
火
)

。
持
札
口
哲
曹
椙
桜
戸
日
時
i
M時

。
一
組
法
樟
相
談

4
R
7自
(
木
〉
、

4
月刊
M

g

(

各

予
約
制
〈
篭
語
で
も
匂
)
‘
日
時
i
祁
時

。
議
選
物
相
談

3
周
辺
百
(
火
)
刊
同
時
5
日開時

予
約
制
〈
電
話
で
も
可
)

。
蜜
露
、
供
託
、
測
震
指
談

4
R
8自
(
京
〉
‘
均
時
1
お
時

。
住
宅
損
談

4
向
月
四
日
(
火
)

日同時
i
M四時

。
下
騎
取
引
摺
桜

3
月
U
B
〈
木
〉
均
時
部
分
5
随
時

。
定
開
年
金
掴
談

4
舟
H
日
〈
木
)
同
組
時
5
路
時

A
V
一
般
市
農
場
銭
毎
日
(
た
符
レ
、
土
曜
日
ほ
お
時
ま
で
。
臼

醐
岨
・
祝
日
は
融
く
〉

。
満
開
&
嘩
刷
融
緩
毎
週
金
曜
日
、
問
時
5
お
時

。
発
明
帯
察
特
許
楢
談

4
a月
4
日
(
月
〉
帆
即
時
1
話
時

お気軽にご利用を
青
少
年
相
談
室
(
問
民
セ
Y
宇
i
二
号u

i七一三一

月
l
金
曜
日
9
時

i
m時
土
朝
日
は
口
時
ま
で

福

祉

会

館

お

こ

三

一

幸

一

。
心
開
ご
と
担
談
毎
週
胃
月
曜
日
〈
揮
五
を
珍
る
お
時
1
邸
時

φ
母
子
相
談
毎
週
月
1
金
閣
官
9
時
5
U
M
時
ぬ
分

。
離
賛
意
相
談
祭
事
金
掴
日
9
時
5
話
時

。
高
齢
者
職
難
担
麟
毎
通
月
1
金
輔
自
9
時
初
分
1
お
時

土
間
河
口
は
ロ
時
ま
で

掴
町
市
合
同
相
談

3
月
お
日
(
金
〉

ロ
時
1
沼
時

平
壇
駅
北
口
交
番
前
パ
ス
由
中
甘
治
離
を
受
け
る
。

346 



バ
L
V
I
F

歩
行
者
天
閣
で
呼
び
か
け

; わたしたちの国民健康保険 岬臨

4 保股税は、お互いに助け合う医揮費 '."1 "f¥ 
?の一部です。納税はきちんと納めま 1:斗占有 E乞J

チしょう。 、Jグf 額

保障問納めて安心わが軍の憧膿

基金の目標額は、 3年間で2億円。

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための福祉事業の

広い範協にi使用されている。あなた

の善意を社会福祉基金にご協力を。

現在額 16，769，787汚
(58年 3Jl9El涜在〉

平理市社金調祉協議金電話 33-1377

平理市穣急上部保鐙課 題霊競 23-1111 

75歳以上の方に、はり、きゅう、あんま、

マッサージ、 t皆既の施術費の助成を行っ

ています。

・受瞳罪白交付際拍41年 5Jl31El以前に生まれた

方は6枚交付。草司治41草 6月 1El17'<>明治42年 3月

までに生まれた方は、 75麓になった汚から 2か月に

1故白書事j告で交付するa

・受醍罪 1故につき曲0fI!自由臼負担〈往診輯も〉

・申し込み 4月 2Elから印鑑および鍵康苧帳を侍

曹のうえ、福祉課老人槌役時へ。



一

門

V

受
け
付
け

一
・
期
間

4
月
日
臼
(
月
)

一
日
日
(
京
)
ま
で

・
時
間

で
・
場
所

給食調理員の募集

G事襲人員若干名

。応募事資格満37歳以下く昭和初年

4月 2臼Ia('撃に出生〉の健康な女

子で、市内の小学校および共同調

理場に通勤可能な方。

O~算手続き受験申込書〈教委総

務諜にある〉に写真をのり付けし

て、 3月26自までに教育委員会総

務課に提出する。

。試験筆記試験と部接

。跨い合わせ教育番員会結務課庶

務係

電話 23-1111内轄511

-
期
間

3
月

n
g
〈火〉

ηH口
(
火
〉
ま
で

制
・
場
所
市
世
討
議
・
再

生
マ
現
地
案
内

一
一
・
期
間

4
月
6
日

幸

、

閣

日

(

木

)

描
・
時
間
午
前
閉
山
時
点

土

で

一
向
重
さ
れ
る
方
は
、

に
で
か
け
を
。一一

らます

o 

約

νつま護替の市+。宙
開
閉
南
地
域
自
由
闇
瑳
農
家
が
一
堂
に
八
品
目
臨
略
的
関
)
、
あ
な
だ
が
選
ぶ
ミ
ス
モ
l

牢
し
て
、
第
二
回
開
需
地
方
議
産
ま
つ
り
・
ミ
ス
タ
ー
プ
i
、
即
売
(
牛
肉
、
豚

在

炉

開

か

れ

る

。

肉

、

焼

ト

リ

、

ハ

ム

、

ワ

イ

Y
ナ

)

坤
乙
の
道
陣
一
ま
つ
り
は
、
真
の
畜
陸
自

v↑
姿

を

み

な

さ

ん

に

知

っ

て

い

た

き

た

部

日

に

畜

産

踏

め

閣

か

れ

る

も

の

で

、

新

鮮

な

畜

産

物

共

進

会

開

く

方
の
郎
売
や
ア
ト
一
フ
ク
ジ
ョ

y
が
行
わ
れ

酬

る

。

お

誘

い

あ

わ

せ

の

つ

え

、

む

遺

書

皇

室

棄

替

、

畜

露

農

滞

在

。

軍

の

浪

誌

に

資

す

る

た

め

、

第

十

一

自

制

マ

日

時

3
月
幻
自
(
包
)
午
前
問
時
平
一
軍
市
畜
産
会
乳
日
間
と
く
背
出
品
益
金

糠

か

ら

午

捜
3
時

ま

で

お

よ

ぴ

露

十

五

回

平

境

市

畜

達

金

種

展

開
制
マ
品
開
璃
浅
間
続
出
会
麗
(
中
央
公
民
共
進
会
が
関
か
れ
る
。

館

北

銅

)

マ

日

時

3
月
回
目
(
土
)
午
前
9
時

マ
躍
し
物
畜
量
共
進
会
(
牛
田
頭
、
マ
会
場
盟
問
緑
地

あ
な
た
が
選
ぶ
ミ
ス
タ
!
プ

i

動
物
も
人
間
と
同
世
令
つ
に
、

返
警
が
発
生
す
れ
ば
恐
怖
、
ー
心
か
ら

異
常
な
粁
動
を
と
る
こ
と
が
予
想

誇
れ
る
。
危
険
な
動
物
に
つ
い
て

は
、
安
全
志
曹
理
奇
心
掛
け
る
ζ

}

L

r

が
肝
、
山
主
あ
る
0

4

車
九
、
あ
な

一
家
畜
の
地
潔
一
対
策
も
た
自
家
族
に
と
っ
て
か
わ
い
い
ベ

一
地
震
な
ど
む
災
一
揖
が
発
生
し
た
ッ
ト
で
も
、
他
人
に
は
怖
い
存
在

一
と
夫
ほ
、
だ
れ
も
が
自
分
自
己
に
変
一
わ
る
こ
と
も
十
分
埠
え
ら
れ

一
と
、
家
族
の

ιと
、
家
的
己
と
で
る
。

一
績
が
い
っ
ぱ
い
仁
足
り
、
ペ
ッ
ト
地
復
対
策
の
中
に
、
ペ
ッ
ト
や

や
家
出
国
m
w
C
と
ま
で
気
を
使
う
こ
家
畜
の
片
品
開
を
お
忘
れ
な
く
。

と
が
で
条
?
な
く
な
る
a

山
下
春
措

く1史、再選認しょ

①事量在買串建範材料などは出さない

宅地内や庄内』こ空軍理して重量いていただき

道路はIElし〈使ってください。

②商品串包装がらを出さない

辞退にはみ出していると、会伝行者の通行

に支障をきたすので気をつけて下さい。

翼化の関からも問題があ1つまず。

③E量購工事などT占用するとき

事前に軍事事と市証百努に苧輯きをと D、許

可在韓てから行って下さい.

④鷹木ゃい廿がきのXIJ世込みを

庭木ゃいげがきがのびて交還の見通しを

感〈しているとζ ろがあbます.大宮な

事故のE軍慰となる白で、刈fフ込みを励行

して下さい。

住民異動届は、選挙、就学、厨民再金、思民鐙康保

険、予防接種、印鑑証拐などのもとになる重要なも由

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

して〈ださい。

届け出には、その方の民名、住所、異動した年月

日、従前の住所等がわかるようにし、本人または役帯

主等が届け出ることになっています。

うそ白履け出をしだり、正当の理由がな〈届け出を

一ιY おζ た勺た場合は過軒11'耕せられる場合があDます.

出担当市民諜住民登録{係く鴛話23-1111)
担当建設管翠藤
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⑧軍管雪公F庁T、務護、一殺のカ

とき 4月 3日亡臼〉太湯神戸銀行部

・申し込み商工会輯所 22-2510
勤労会館 32-3350

⑧平塚地区労、地震荷量置に所属の方

肩書学しい臼程こついては

平器地区労 31-5249

平器路島主同盟 21-7140 
京本大会は、 5 月初日く金〉午後 6時~9時

市民センタ}でE書〈

l 第3月曜日一-
8幽iこ毒IJj需できます。〈輯料開放J
繍放喜重患。卓躍、パドミジトジ、バスケット、

軟式箆球。 ~4時〉、パレーボ

」ノレ (4~8時〉

民各輔自とも、ラケット、シャトノし、ボール

は必ず各自持聖者。(部宵賀宮には用意して

ありません/)

3月28認 〈月〉午後 1草寺~告語寺
4月ヰ臼〈月〉 グ

ヰ月18おく月〉 グ

運動のできる服装で要参加し、上ば書照的遂

事由〈宍コ世間慈して〈ださい。 ぽ宮内は土足離

翼露です。〉



狂犬病予紡注射の認懇

9 '30-11 '30 13'∞-14，30 
4fl8日依 輔公民館 ふじみ野集金所

。9日 松践公民話器

.j- 11日万羽公民館

? 12臼金日公民館

タ 13日土 属公民館

タ 14尽須賀公民館

タ 15日 旭公民認宮

? 16日 なでしζ金書官

? 18日 間村八坂神主主

? 19日大神寄木神社

タ 20日瀧曜会館

タ 21日横 内公民館

9' 22日八 播公民館

占詰 スーパー

生活関連物資価務調査
梢費生活モニター30人による 2月の平均価格です

公所自治金銭

金自公民主宮

宮沢公E諸富
須賀公民館

旭公民活富

車中原公民銀

豊回公民議官

南原公民館

構内弘、罫繍

中 央u農協北金目

窟薗胃1

("25日書笹訪前会館 月見初公関

1>' 26日大野公民銀 大野公民館

出他的地区は4月号でお知らせする。

小売l苫

806月
888円
872内
253円
293Fl 
194Fl 
262向

162f司

167月
185円

4.9羽 円

1.72日円

粉石けん 1 3 k9 

合成 洗 剤 12.65k9無旦ジ

タ有.!J>'
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7009 
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3月23目、 4月 6臼

3月24臼、 4月 713
3 fl24日、 4月 7日

3月25日、 4月 8日

3月29日、 4月12日
3月29臼、 4fl12日
3月16日、 4月13日
3月17日、 4月14日
3月17日、 4月14日
3月18臼、 4月15臼
3月19日、 4月16日

海宝寺

民豊田公民館

国田村ちびっ子広場

城島公民館

出岡崎公民館

出金田公民館

土壇小学校

民吉沢公民館

斑怯延小学校

金自小学校

民みす匂ま小学校

民万国民壇市営住宅
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1:r初心者の合唱教窓

あなたり心者音楽にのせて、ミュ}ジカん

ナンバーを歌おう。 c申し込み制〉

・期日 4月 1B-4fl22日 毎週金書種目

E 時 閣 18時 30分 -2α時BO分
・対象青年〈高校生以ょ)20人
ー指導野内光院民

大少年粂・剣道教護
主た・策遂を通してネL犠作法を身につける。

〈申し込み常事j)

・期臼 4月-58年 3月柔道・毎週火、木

土曜日、剣道・毎i麗火・木曜日

・時間 16時 -17時
ー会費月額1.000円 -1.8∞Fl
・対象小学校3年以よ白男女名30人
官休躍臼毎週月曜日、 3月21臼、 3月22日
会青少革金指

干254語調務T12-41 鍵話32-7029

会こども峡頭会

4月178C自) 1出時、 14時
「サイボーグ 009Jアニメーション64多少

ブラックゴースト罰が世界中に戦争をまき

起こし、そ由すきに大量昔けをたくらむ。

登録替えを
E亘書館利用罪の登録をされている方、 4月

以践に、 58年度の利用確認を受けていただき

たい。また、 55年度に笠銀された方は、有効

期間iJ封切れるむで登鋪替えをお忘れな〈。

τた体韓日 毎週月曜日、 3fl228、 3月31B
4月 1日 E市割高e1念日〉

まな図穣舘 干2545議開爵T12-41猪童書31-{)415

開設時唱 13時 30分 -14時30分a ただし、

ふじみ野忠拍車会場は14時 -15時、封印は

15時 -16時。(雨天のときは中止〉

を部践しよう。

・期日 4月17日 E臼〉 雨天中止

・場所南金思付近

・申し込み 4月日目までに往復はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。
合体書官臼 毎週月曜日、 3月22日、 3月31B

4月 1臼仁市制記念B)

会博物暗干254浅間前12-411電話33-5111

「地見事銭曹金J

地調、岩石、化石、地形を観察する。

'臼程毎月 l殴〈日盟臼〉

・対車中学生以上 30人
，申込葺尽隈 4月初日まで

大みんなで錦べよう

平塚のlj1ンポポ
市内に生えているタYボボの種類と、その

分布主調査する。

・休日コース 4月初日仁臼〉打ち合わせ、

6月 5日〈自〉まとめ

ー平日立}ス 4 fl12日く火〉打ち合わせ、

6fl7日C!O まとめ

凶調室苦方法 4月10日から5月13日まで四閣

で各自都合のよい目、 1-2日興摘する。

・申し込み 3月31日までに往復はがきで。

(人散に自陣I裂ない〉

会体験学習[]草木で滋{まう」
審の野原で.普から伝わってきた草木遊ぴ

年開会員の募集

ただいま革開会員を葬祭している。希望さ

れる方は、講腐ととに往復はがきで、住所、

民名、年齢、職業、議話番帯、字持議講座〈会

員〉名を高正入自うえ申込みを。

「古 文 書 聾 講 読 金 .

江戸時代田府主主白歴史ぞ、村に摺る地方〈じ

かた〉文書白解説を還して勉強Tるa

-日程毎月第 1、第3土曜日

・時開 14時 -16時
a封聾高校生以上犯人

'申込期復 4 fl16臼まで

「市震のアトリエ・デッサン教室J

静物崎デッサン、石膏デッサンを行う.

・日穏毎月第2木、金曜日

ー時摺 10時~~16時

・対象 }般 40人
申込期限 4月 208まで

「石仏在調べる金J

市内にある石仏音調査する。

ー日程鑓月第2、第4土盟臼

・柑盟 14時 -16時
・対象 新華弘会員 15人
・申込綴限 4J'l25Bまで

小説・文学111111111111111111111111111111111111111

百 色111武大

必殺者 伴野朗

ペノレlJYo夜に逃れて 高榔芳夫

設しのマウンド 新 宮JE春

籾んで矧んで 111本:旗子

白い箇諮のスパイ 上、下

J .M9ンメノレ
常世の樹 石車礼J草 子

花 あ きf云奇 安西罵子

巣 立 ち 大原富枝

夢の壁 加藤幸子

トマトを掲げて 折井京太郎

家庭・生活111111111111111111111111111111111111111.

夫婦の法揮 問問久枝

おもちゃの選び方、遊ばせ方

小林るつ子

ホームドクター痛み白診察室

安E日和人

子供は呼び方で変わる 添田莞雄

ζ んな旅を知っていますか山口崇

地球ドライブ27万 帥 大内三郎

ママともう一度呼んで 菅原有一

関の学校 同部冬彦

"!Jヨナタおじさんの映寝ないしょ言語

話訂Ilt量治

社会和学、その他!!11111111!J!III!lllllllllll

日本費源論 黒 岩 世 部

E法自民置を読む 軌月露政

水資源の開発 谷村議吃南

方君から見た東躍沼 山口幸部

臼本農業の自立と発麗を求めて

融合研究開発機構編

地域技術¢時代

地域技術研究グル」プ編



みやすいところへおはりください

は、現在中止されています。 また、窓そう

て種痘〉も、現在中止されていますE

予訪接種に認する問い合わせは午前中に。

・市健耳語車 電話23-1111内蝿 259
・探鑓セYター電話34-D311

9 Jl22日 57年 3月主主

φ受けられない人
①予防接種を受けて 1;圏鯖たっていない人。

②はしか、 BOG、小児マヒ主主ヲクチYは、

4;居間白間織をおいて〈ださい。

④そり他、有#も患者、けいれん性部置などl2f

的こ止められている人。

偶人通知{まいた

φ予防接穣1;:必要なもの
①母子健震翼手帳 t転入した人は!日住所で使

用していた母子健康手慣をお持ちくださ

い〉

②問診票 Eζの票日は必ず蜜で記入し、体温

を測定してきでくださいコ

務会場探鰻センター

豊富畳付 午 按1時 -2時

車聖母子健康手帳本冊・別冊と筆記用

具を持番

3月15日 56:!:手9Jl21臼-30日生

4月 58 56年10Fj1臼-10臼空

4月12臼 56年 101411日~初日生

4月19日 56年 10月21日-31日生

5月10臼 56年11月 1日-10臼生

5月17臼 56年11月11臼-2日日生

5月24日 56年11Fl21日-30日空

6月 7臼 56年 12月 18-羽田生

6月14臼 56年 12月11日-20羽生

6月21目前年12月21日-31臼生

7月 5日 57年 li'JltJ-lO羽生

7月12臼 57年 l月1H-:1---20日生

7月19[，57年 l汀21b1-31日空

8月 9fJ 57年 2FllEi-15日生

8月23尽 57年 2月16日-28羽生

9FJ68 57年 3月 1日-10日生

9月13日 57年 3月11日-20日生

9月初日 57年 3月2HJ-31日生

つむなみ ζ

辻奈見子ちゃん
公平壇市構内4346-2 林テレy

プ揖式会社にお勤め由主士芳ーさん

く35揖〉と皇莞さん (24歳〉の長

女。現在8か月で身長70師、樟重富

8.3増、 57年 78128主主まれ。
はいはいができるようになった

ら、よ〈動〈りで目が離せないと

ママ。ノか対立、忙し〈帰kJt.r~:ì撞い

自で、普段はi睦んでくれないが、

モ白分、臼曜日はっきっきりで連主

んでくれるステキな-， '(1丸顔もパ

パによく似ているそうだ。

鰯会場保健センター

E富受付午後1時 -2時
関母子健康手般本ijn.耳目1111)と筆記用

具ぞ持参 (3~'fl児は本間のみ〉

13か月児1
4 JJ 6 El 57匂'12JJ1臼へ♂1011昌三
4月初日 57王手 12Jlll1ゴ-20日住

4 j.]27E1 57年 12月2![J-31日生

日韓泥1
4月 7f::I 55年 2Jl1日-lOU生

4月21は 55年 2)J11日-20日!l'

4月28口 55年 2月21日-29日生

覇軍対象 2歳 6か月まで白乳幼児

豊富会場 平担保健所

量昔日寝 4Jl4日、 11目、 18日
豊富時間 今 前9時-10時30分
軍事申し込み電話で辺捜保健所 (32
-0130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯斜教室¢受講を。

重題対象

初回接種当日に満3歳を経過し:窓会場保健セYター

て 6歳に速するまでの幼児く 1週間 φ 繍 受 付 午 皆 1時 -2時

のr"，'J点雪で 2rT受ける)瀦母子鑓鹿手掛と筆記用具を持番

・追加昨年初回接種を完了した幼 i3月17日 56年 9丹生

~I::: C 1印) 4JJU臼 56年 10月生

圏?回目 5月12日 56年11月生

(5月J 6FlW日 56年12月生

26日 福祉会銀、健保全館 7 Jl 14 EJ 57年 lfl生
27日 鳩公民館、金目公民館 8月11日 57年 2月生

角

17月1
27日 中原公民館、金自公民館、

出岡崎公民間

28日 神田公民館、民金田公民館、

荒城島公民館

29日 保健センタ-

18月1
31日 中際公民館、金自公民館、

出悶崎公民館

[ 9月1
1日 神田公民館、民金回公民館、

京域畠公民館

2日 保健センター

28日 中原公民館、金回公民館、

民間崎公民館

29日 神田公民館、出金田公民館、

出脱島公底活宮

30日 保濯センタ」

繍対象構 3か月を経過して 4揖 に

達するまでの乳土fJmで BCG接種を

1@jも受けていない人。

霊童ツベルクリン揮穣

[4 JlJ 
5日 中原公民館、民金田公民館、

出塙島台民館

6日 金呂訟民館、神田公民館、

民間縄公民館

13日 揮健センタ-

[ 9月1
6日 鑓保全館、大野公民館、

減量豊田公民館

7日 福祉会館、旭公民館、

横内公民館

14日 保健センター

》夜中央農協土沢支所

綴判定・ BCG接 種

[4 Jll 
7日 中原公民館、原金田公民館、

国域島公L故宮

8日 金自公民館、神田公民館、

出岡崎公民館

15日 保健センター

圏第 1期 3回受ける

・対象 2歳 (24か月〉から 4綾 (48
か月〉まで由幼児。なお、接種間日警

は 2宮、 3百とも 3週間から 8週間。

盤第2期 1函受ける

対象車 1期の3回目が終わって

から 1年以上 l年 6か月以内の期間

に受ける。なお、第 1期を阜めに受

けて、第2期もなるべ<4輯までに

終了ずるようにしていただきたい。

[3月】

23日 中原公民館、金自公民館、

民間崎公民館

24日 神田公民館、民金自公民館、

出掛島公民館

25自慢l連センタ-

[ 4月1
初日 福祉会館、健保全館、

封建問先廷館

21日 大野仕民館、横内公民館、

出公民館

220 保健センタ一、

出中央農協土沢支所

15月]

18日 福祉会館、健部会館、

京農旺1~民館
19日 大野公民娘、横内公民館、

旭むE号館

20日 探怯センタ一、

夜中央農協土沢支所

[ 6月]

22日 福祉会館、建保全館、

見哩回公民館

23日 大野心民館、横内公民館、

旭公民館

24日 探縫センター、

民中央農協土沢支所
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毎月第七第3

臨売品目 豚肉、ハム金品

割引 平常感顕小売価格白

1009につき2口円安。

てただし、一部特価品控除<>

問い合わせば市役所地域づ<lJ諜

て雲草笛23-1111内融264)

I:J 

平器市では、平器魚商業協同組合の

協力を揮て、責主主治における「魚Jを

再認識してもらおうと安売白を翼施し

ます。1::利用ください。

とき 3月訪日(金〉

品自 冷凍イ力、シシャモ

興施l苫 組合加盟結〈ポスター掲示〉

事務担当地域づ<l?課生活係
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犬、ねこの巡間収容
果重訪朝時護センターでは、捨て犬、捨てね

ζ によるのら犬、のらねι由増加と、犬ねこ

による危害を防ぐため、今回も次白日程でい

らなくなった犬、ねζ の巡間収容を行う。

当日、犬を出される方は「印かん犬の

鑑札J r注射構粟J r愛犬手帳」を持暑のう

え会場」へお出かけを。なお、収容車の停留

時聞は10分間、また、むこは麻袋かダンポ}

ノレ箱に入れていただきたい。

4月2日(ニ1::) 4月号箆〔之〉

9 '00 神田公民館 9 叩松原公民館

9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館

9 '50 豊田公民館 9 '40 花水公民館

10マ 10 棋昂公民館 10 '00 1li土見公民館

10' 30 金自公民館 10' 30 中原公民館

10' 50 問時公民錯 10' 55 Ii!l公民館

11 ' 10 金自公民館 11 ' 15 吉沢公民館

大
委員などの役職に就いた。

大童のζ うした布教活動・社会

事業の中で損も注目されるのは、

毎臼曜臼の子棋の指導、日曜学校

というべきものである。

ζ の指導は明治末なろに始めら

れ、昭和1C年むろまで続いた。後

には長女の善子さんたちも手伝わ

れたロ大量の指嘩について、新宿

において生まれ宵たれた郷土史研

究白大先輩高瀬慎吾先生は次むよ

うに語っていられた。 r私も 8歳

ころこ白剤。こ通った。子供はいつ

も30人くらい。主主祖在三主主人の詠

歌吋]かげQ);;<:走らぬ黒は無けれど

も、ながむる人の心にぞ住む、を

斉唱し、次いで仏前で礼拝、この

接お話を鶴いたの盟主で遊離をした

りした。相撲も取った。先生も素

つ揮になって子供と取られた。み

かんや菓子を自費で質って与えら

n犬とj

師弟共に殻を外しての融れ古い

そこに真由教育・人間務棉は成り

なつo そして、先生は「乙れは子

棋会のはしEつである。己由時の指

導は私tJ'仏教に帰桂する根元にな

ったj とつけ加えられた。

E文章蟹 臼井弘〉民おたずねf式市

史輔さん臨〈費量諮32…昔話43)へ

清水
大童は、浄土宗松風山晴雲寺18

ttt。明治39年10月から昭和31年 10

月31日病没まで勤めた憎である。

晴雲寺は、もと平壇駅前広場に

当たる所にあ!J、昭和24年、混在

地、立野町に移った寺芭ある。

大量はおlil県下草委岩野友吉白次

第。明治11年 3月27日に生まれ、 9

揖で叔父 霊富山県下浄土宗大分で寺

住職情水真意の華子となD仏門に

入る。 17歳でtQ車院¢隠居寺であ

る東京小石Jil浄土宗光雲寺の住職

沙問勝海に就き館業得度した。

大量の暗雲寺在住は、ちょうど

半世紀50年。モして、そ白閥、同

寺は環東大地設による怪壊、空識

による全焼の炎難に遭っている。

大重量は、 ζ の災難によく処した

ばか!Jでなく、弁栄一ヒ人の念イム・

光明主謹に芸相喝し、平寂光羽金者

創設して宗門白普及に努めたs ま

た、根っからの子供好きとそ¢愛

情は、須賀小学校教員仁明治40年

3月~大正7年 2YDに就職、以

来、毎日曜日には吋近白子供金集

めて指導し、夜は若者たちに時報

酬で学閣を教え、相槙軒繍金社に

出向いてそ由工員o教育にさ5たっ

アむなお、東京少年審判所少年館

謹笥・社会墨員制方雷番員 a学務
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作
る
よ
う
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
子
の
力
を

に
な
り
ま
し
た
。
信
じ
て
、
加
か
く
一
見
守
る
C
と
も

あ
る
一
日
、
物
語
作
り
り
う
ま
い
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

活動!ま.....・..魅

①学主雷、教聾活動、 cz健康増進活動

③レク')エーション活動④生援活動

③地域社会との交流活動

そり他にも各クラブが特色ある活

動をしています。

・問い合わせ播祉醍老人揺社報

~一一一一一巡@J臼緩一一一一一

3月15日(火)10時 -12時現製拝所・ 13時~

15時 モ ダ ンプラスチック/3月18日仁金)1α時

~12時ヲロコ観乍所・ 13時 -15時三和ケミカ

ノレ/3月2213(グく) 10民子~121時 三協化学 131時
~151時神奈川県平援合同庁舎/3'"23呂 αり
1臼時~15時 日産車時/3n26臼〈土)10時~12
時土国公民館〈土屋地区コー 13時~15時芭沢

公民館仁吉沢地区)/3月28日〈月) 1日時 ~12時
中央農協旭支所/3月29臼 ω<)10時~1宙博中
央農協大野支所/3月初日げ() 10時~15時 3 
月31 日 f木)10時~15時駅北口/4 月 1 日 C金〉

10時~15時平揮共持病涜/4月 8 IヨE金)10時
~15時パイロット/4月 98 (土)1匝蒔-15時
悪用北口/4月13日〈水) 1口時~12時 神帯111県経

時農業協組連・ 13時~15時溺島工業

~~ご協力ありがとうござい該した}ー

日産車部128人、江南高校84人、 平壇ライォy

ズクラブ144人、不二家58人、 なでしこライオン

ズクラブ135人、薬剤i郎会110人、殿内工業73人、
日揮ユニノミーサノレ29人、住友重量描横工業46人、間

輔地区43人
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